








 

 下位脳幹は生命を保つ必須の神経系であるとともに、高位中枢を調節、制御する機構で

もある。この考えは意識、覚醒と睡眠など成熟した脳における機能から作られて来たもの

であるが、発達段階にある脳においても同様なことがあるであろう。さらに進んで高位中

枢の発達そのものを調節しているのではないだろうか。 

 成熟脳における下位脳幹調節機構のうちもっとも広範かつ強力なものとしてセロトニン

ニューロンがあげられる。このニューロンはまたノルアドレナリンニュー口ンとともに早

期に発達中の大脳皮質へ進入することが知られている。 

 私共は近年このセロトニンニューロンに注目してその発生を大脳皮質との発達と関連づ

けて調べて来た。その結果発達早期の大脳皮質へ進入し皮質下層の発達と関係するセロト

ニンニューロンと、より遅れて皮質へ進入し皮質の主体が皮質板より新たに発達して来る

時期に接触を開始するセロトニンニューロンの2種が分離出来ることを見出した。後者は

成熟脳において主に背側縫線核を作るニュ一口ン群であり、その皮質ニューロンヘの初期

接触は体性知覚野第 4層顆粒細胞においてもっとも著明である。 

 したがって本研究は後期発達セロトニンニューロン群について、1)細胞体の発生移動、

2)上行性軸索の発達、3)体性知覚野への進入、4)顆粒細胞層でのバレル様構造の形成の詳

細を調べ記述したものである。 


